
原爆被害等を疑似体験できるＶＲ映像を収録したＶＲゴーグルの貸出要綱 

 

（総則） 

第１条 この要綱は、広島市（以下「本市」という。）が、原爆投下時の悲惨さや復興した

現在の広島の状況をＶＲ（バーチャルリアリティ）映像で疑似体験できるＶＲゴーグル

（以下「ゴーグル」という。）を貸し出すに当たり、必要な事項を定めるものである。 

（貸出しの対象） 

第２条 ゴーグルの貸出しは、国、地方公共団体、学校及び企業（以下「自治体等」とい

う。）が主催又は共催する「ヒロシマの心」を共有する取組を対象とする。 

２ 自治体等が協賛、協力、後援又は補助する取組は対象としない。 

３ 営利を目的とする取組は対象としない。 

４ 前各項の定めにかかわらず、本市が特に認める場合はその限りではない。 

（本要綱の遵守） 

第３条 自治体等は、ゴーグルを借り受けるに当たり、この要綱に定める全ての事項を遵

守するものとする。 

（貸出申請） 

第４条 自治体等は、ゴーグルを借り受けるに当たり、貸出申請書（別記様式第１号）に

必要事項を記入し、取組の概要が分かる書類を添えて本市に提出するものとする。 

２ 前項の貸出申請書の提出は、原則として、借り受けようとする日（本市からゴーグル

を発送する日のことをいう。）から１４日前までに行うものとする。 

 （貸出しの承認） 

第５条 本市は、前条の貸出申請書を受領した後、記載内容を審査し、他の予約状況等を

踏まえて貸出しの可否、期間及び台数を決定する。 

 （報告書の提出） 

第６条 自治体等は、ゴーグルの返却後、取組の写真・チラシ・報道記事等を添えて、使

用報告書（別記様式第２号）を本市に提出するものとする。 

 （貸出料金） 

第７条 ゴーグルの貸出しは、無償とする。 

 （費用負担） 

第８条 本市との往復運送費を含む、ゴーグルの借受けに係る経費等については、全て自

治体等の負担とする。 

（ゴーグルの取扱い） 

第９条 自治体等は、ゴーグルを棄損、汚損若しくは亡失し、又は盗難等に遭うことのな

いよう、自らの責任において、常に細心かつ善良なる注意をもって取り扱わなければな

らない。 

２ ゴーグルの使用及び保管場所は、直射日光が当たらない場所とし、高温多湿を避ける

ものとする。 



３ 自治体等は、ゴーグルを一般の使用に供する際には係員を配置するなど、ゴーグルの

盗難防止に万全を期すものとする。 

４ 自治体等は、ゴーグルの使用の度に皮脂や汗、メイク等の汚れを清潔な布で拭き取る

ものとする。 

５ 自治体等はゴーグルを第三者に譲渡又は貸与することはできない。 

 （本市への損害賠償） 

第１０条 自治体等は、借り受けたゴーグルに棄損、汚損、亡失又は盗難等があった場合、

その旨をただちに本市に通知するものとする。その損害の賠償については、本市との協

議により決定する。 

 （第三者への損害賠償） 

第１１条 自治体等は、ゴーグルの借受けに関連して第三者に及ぼした損害について、当

該第三者に対して損害を賠償しなければならないときは、自治体等がその賠償額を負担

するものとする。 

（本市の免責） 

第１２条 本市は、ゴーグルの貸出しに関連して自治体等又は第三者に及ぼした損害につ

いて、いかなる場合にもその損害賠償の責を負わない。 

 （日程調整） 

第１３条 自治体等は、本市と事前に調整の上、本市からの発送及び本市への返却の日時

及び運送方法を決定するものとする。 

２ 運送業者を介する場合は、運送業者との調整、集荷連絡及び運送費の支払等、全ての

手続きを自治体等が行うものとする。 

 （返却請求等）  

第１４条 本市は、自治体等のゴーグルの使用目的、取扱い及び運送方法等が不適切であ

ると判断した場合、貸出しの承認や貸出期間にかかわらず、随時、貸出しを取りやめ、

又は自治体等に対してゴーグルの即時返却を求めることができる。 

２ 自治体等は、前項に掲げる返却を求められた時は、速やかにこれに応じなければなら

ない。 

３ 自治体等は、第１項及び第２項に掲げる取りやめ又は返却により損害を受けることが

あっても、その損害の賠償を本市に請求することはできない。 

（補則） 

第１５条 この要綱に定めのない事項については、必要に応じて本市と自治体等とが協議

して、これを定める。 

附 則 

この要綱は、令和６年８月１日から施行する。 


